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明けましておめでとうござい
ます。
旧年中は、全国理容連合会の

事業推進に対してご理解、ご協
力を賜り感謝の極みであります。
振り返りますと長期に及んだ新
型コロナウイルス感染症も感染
法上の位置づけが５類に移行し

全国理容連合会では、明日の理容めざしての「１日
を楽しく過ごすには理容サロンへ行こう！」をテーマ
とする活性化イベントを全国の８会場で実施したほか、
理容サロンのデジタル化の推進にむけてヘアサロンオ
ンライン予約システムの推進をはじめ、世界大会への
選手派遣や海外選手に出場を呼びかけての全国理容競
技大会等々厳しい環境下にあっても知恵を絞り「忙中
閑あり」で次善の策を練ってまいりました。人口減少、
労働力不足が進む中、手段は海外交流の中での儲かる
業づくりの道を進んで行かなければなりません。次世
代にむけての発展の道へのプランをお寄せ下さい。
トーマス・エジソンの「失敗するほどに、我々は成

功に近づいている」の言葉を信じて、前例踏襲を止め、
勇気ある変化をめざし本年も努力を重ねますので、旧
年に倍して叱咤ご指導賜りますようお願い申し上げ新
年のあいさつとします。

全国理容生活衛生同業組合連合会 理事長 大 森 利 夫

勇気ある変化をめざして

て、ウィズコロナのもと社会活動の正常化が進み各種イ
ベントの再開や多くの外国人観光客の姿を見かけるよう
になってまいりました。
しかし、ロシアによるウクライナへの侵攻や、イスラ

エルとイスラム組織ハマスとの戦闘など国際情勢は緊迫
度が高まり、日本経済においても物価高騰の中、価格転
嫁がしにくい理容業などは厳しさが一層増した一年でも
ありました。

令和6(2024)年
年 頭 所 感

令和6(2024)年
年 頭 所 感 静岡県理容生活衛生同業組合 理事長 林 敏 也

令和6年(2024)１月１日

努力が実る「甲辰（きのえたつ）」年

新年あけましておめでとうご
ざいます。
日頃は、組合事業の推進につ

きましてご理解ご協力を賜りま
す事、心より感謝申し上げます。
さて、コロナウィルスによる

閉塞された日々も、昨年5月「5
類移行」と共に、長かったトン

ネルからやっと抜け出たような感じがいたしました。国
も経済活動復活へ拍車がかかり、様々な取り組みを実施
しております。
その中で、私達静岡県組合として、本年も組合員の皆

様へ「組合の存在価値向上」をテーマに様々な事業を展
開して参る所存です。
一つは「安全安心な営業サポート」です。組合員の皆

様の高齢化に合わせて「県共済会」や、万が一の際に相
談窓口としての「顧問弁護士契約」、「賠償責任補償」
や「標準営業約款」など相互扶助の精神に基づき、皆様
が安心して営業ができる環境を整えて参ります。
また、厚生労働省・令和5年度生活衛生関係営業事業

の一環として「好感度UP中学生ヘアスタイルセレクショ
ン」を制作いたしました。大型低料金チェーン店の台頭
や美容室との競合により「中学生」の理容室離れは顕著
であり、理容組合加盟店として「技術力」などの専門性

やサービスの良さをPRし、顧客拡大は私達にとって大
きな課題であります。また「校則」への考え方が変化
しており、文部科学省での生活指導提要が12年ぶりに
改定されました。身だしなみや、登下校時の行動など
の校則による指導が変化する中で、新たな「生活指導
提要」に沿った髪型を、私達理容組合が研究し、学校
や生徒、保護者の皆様に提案していく事業を展開して
おります。
同時に、理容サロンのDX化にむけてヘアサロンオン

ライン予約システムの推進をはじめ、デジタル化へ向
けての様々な取り組みがスタートしております。組合
員の皆様へのサポートを丁寧に行いながら、県内組合
員グループLINEの活用など、情報のスピーディーな共
有を果たして参りたいと思います。
最後になりますが、2024年「甲辰」は「これまで誠

実に積み上げてきたものが、実を結ぶ年」との意味が
あるそうです。目に見える結果が出なかったとしても、
積み重ねたものは身につき、しっかりと自分のものに
なる年との事です。コツコツと蓄えられた学びが芽を
出し、活力に満ちた草木のようにすっくと伸びて、努
力が花を咲かせる年。
組合員の皆様にとって大いなる飛躍の一年になります
ようお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただき
ます。 令和６年 元旦
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令
和
５
年
10
月
９
日

(

木)

静
岡
商
工
会
議
所

に
於
い
て
第
61
回
静
岡

県
生
活
衛
生
同
業
組
合

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
静
岡
県
立
大
学
経

営
情
報
学
部
教
授

上
野

雄
史
氏
に
よ
る
「
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
４
を
用
い

た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
実
践
を
“
自
分

ご
と
”
に
す
る
方
法
」
と
題
し
て
講
演
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
中
小
企
業
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
整
理

す
る

・
５
～
10
年
先
を
見
据
え
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
経
営

・
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

経
営
を
実
践
す
る

と
い
っ
た
流
れ
で
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
実
演

紹
介
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
お
話
で
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
大
会
式
典
の
表
彰
式
で
は

静
岡
県
知
事
表
彰

浜
松
第
一
支
部

松
浦
宏
司

様

静
岡
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
長
表
彰

御
殿
場
支
部

中
野
幸
夫

様

 

磐
田
支
部

鈴
木
好
浩

様

島
田
支
部

秋
山
育
男

様 
(

順
不
同)

(

公
財)

静
岡
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー
理
事
長
感
謝
状

三
島
支
部

新
田
清
文

様

藤
枝
支
部

萩
田

茂

様

島
田
支
部

長
門

浩

様

(

順
不
同)

の
皆
様
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

広
報
部
長

鈴
木
晴
久

県

教

育

部

長

会

議

令
和
五
年
度

栄
光
の
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央
会
理
事
長
表
彰

塩
崎

佐
喜
男

副
理
事
長

(

掛
川
支
部)

静
岡
県
知
事
表
彰

松
浦

宏
司

常
任
理
事

(

浜
松
第
一
支
部)

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
理
事
長
表
彰

三
宅

達
明

副
理
事
長
代
行

(

清
水
支
部)

三
室

博
司

監
事

(

天
竜
支
部)

静
岡
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
長
表
彰

中
野

幸
夫

理
事

(

御
殿
場
支
部)

鈴
木

好
浩

支
部
長

(

磐
田
支
部)

秋
山

育
男

副
支
部
長

(

島
田
支
部)

静
岡
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
理
事
長
感
謝
状
表
彰

新
田

清
文

生
活
衛
生
営
業
指
導
員

(

三
島
支
部)

長
門

浩

生
活
衛
生
営
業
指
導
員

(

島
田
支
部)

萩
田

茂

生
活
衛
生
営
業
指
導
員

(

藤
枝
支
部)

静
岡
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
大
会

令
和
５
年
11
月
27
日
（
月
）

静
岡
商
工
会
議
所
に
於
い
て

令
和
５
年
度
教
育
部
長
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
荻
澤

副
理
事
長
の
開
会
の
辞
で
始

ま
り
林
理
事
長
の
挨
拶
そ
し

て
講
師
会
に
よ
る
第
75
回
全

国
理
容
競
技
大
会
の
報
告
、

令
和
６
年
度
静
岡
県
理
容
競

技
大
会
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
講
師
会
に
よ
る
令
和
５
年
度
生
活
衛

生
関
係
営
業
対
策
事
業
と
し
て
好
感
度U

P

「
中
学

生
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
実
演
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
生
活
指
導
提
要

の
変
更
に
伴
い
、
学
生
ら
し
い
爽
や
か
に
見
え
る

ス
タ
イ
ル
の
提
案
と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
や
学
校

の
先
生
方
、
親
御
さ
ん
に
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
説
明
し
な
が

ら
の
実
演
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
参
加
さ
れ

た
教
育
部
長
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。次

に
全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

ポ
ー
タ
ル
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
ヘ
ア
な
び
」
管
理
画

面
マ
ニ
ュ
ア
ル
簡
易
版
①
構
築
編
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
て
の
構
築

な
の
で
中
々
ロ
グ
イ
ン
で
き
ず
に
戸
惑
っ
て
い
る

方
も
い
ま
し
た
が
、
丁
寧
な
説
明
に
よ
り
皆
さ
ん

操
作
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
度
は
こ

れ
を
各
支
部
で
組
合
員
へ
上
手
く
伝
え
る
こ
と
が

出
来
な
け
れ
ば
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
塩
崎
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
令
和
５

年
度
教
育
部
長
会
議
の
幕
が
閉
じ
ま
し
た
。

教
育
部
長

三
宅
達
明
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東
海
北
陸
理
容
協
議
会

七
部
長
会
議

理
事
支
部
長
会
・
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
５
年

11
月
13
日

(

月)

グ
ラ
ン

デ
ィ
エ
ー
ル

ブ
ケ
ト
ー
カ

イ
に
於
い
て

令
和
５
年
度

理
事
支
部
長

会
、
午
後
よ
り
政
経
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

荻
澤
副
理
事
長
の
開
会
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
林
理
事
長
の
挨
拶

の
後
、
今
年
度
の
表
彰
式
に
移

り
ま
し
た
。
そ
の
後
各
部
の
中

間
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
事
で
は
、
ま
ず
令

和
５
年
度
生
活
衛
生
関
係
営
業

対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
作

成
し
た
「
好
感
度U

P

中
学
生
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
活
用
方
法
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
全
国
理
容
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
ポ
ー
タ
ル
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
「
ヘ
ア
な
び
」
に
つ

い
て
、

①
ロ
グ
イ
ン
画
面
に
ア
ク
セ
ス

す
る
。
②I

D

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
ロ
グ
イ
ン
す
る
。

③
表
示
プ
ラ
ン
を
選
び
必
要
な
項

目
を
登
録
す
る
。

ま
で
の
入
力
方
法
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
各
支
部
組
合
員
様
が
登

録
で
き
る
よ
う
に
支
部
役
員
の
皆

様
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
塩

崎
副
理
事
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

昼
食
を
と
り
午
後
か
ら
は
静
岡

県
政
治
連
盟

政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

林
理
事
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
参
議
院
議
員

若
林
洋
平
様

に
よ
る
国
政
報
告
を
し
て
い
た
だ

き
「
皆
様
の
思
い
を
形
に
す
る
の

が
私
達
の
仕
事
」
と
力
強
い
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
衆

議
院
議
員

城
内
実
様
に
よ
る
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
有
資
格
者

に
よ
る
業
務
独
占
」
と
い
っ
た
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
厚
生
労
働
省

健
康
・
生
活

衛
生
局

生
活
衛
生
課
課
長

諏
訪

克
之
様
を
講
師
に
迎
え
「
生
衛
組

合
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
」
と
い
う
演
目
で
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
会
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

広
報
部
長

鈴
木
晴
久

令
和
5
年
11
月
13
日
愛
知
県
理
容
会

館
に
於
い
て
東
海
北
陸
協
議
会
７
部
長

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
県
か
ら
は
林
理
事
長
を
は
じ
め
執

行
部
役
員
と
青
年
部
長
が
出
席
し
ま
し

た
。
行
野
欣
也
協
議
会
会
長
、
小
坂
登

富
山
県
組
合
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
各

部
会
に
分
か
れ
て
担
当
会
議
を
行
い
ま

し
た
。

経
理
部
か
ら
は
各
県
の
経
理
状
況
・

経
費
削
減
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

他
県
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
各
県
有

効
で
あ
れ
ば
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と

い
っ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
部
か
ら
は
第
72
回
東
海
北
陸
理

容
競
技
大
会(

富
山
県
開
催)

の
競
技
種

目
に
つ
い
て
、
第
１
～
３
部
門(

全
国

大
会
に
準
ず
る)

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
シ
カ

ル
ヘ
ア
を
行
う
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

文
化
広
報
部
か
ら
は
各
県
の
広
報
誌

を
交
換
し
、
既
に
ネ
ッ
ト
印
刷
を
使
用

し
て
い
る
県(

静
岡
県
・
石
川
県)

の
話

を
参
考
に
、
こ
れ
か
ら
ネ
ッ
ト
印
刷
に

変
え
て
い
き
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

組
織
部
か
ら
は
、
従
業
員

に
準
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
独
立
後
に
会
員
に
移
行
し

や
す
く
す
る
な
ど
工
夫
し
て

い
る
県
が
あ
る
と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
。

共
済
部
か
ら
は
全
理
連
５

共
済
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

成
果
報
告
と
賠
償
責
任
保
証

共
済
の
給
付
事
例
に
つ
い
て

各
県
ご
と
の
報
告
が
あ
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
方
法
を
少

し
変
え
た
方
が
成
果
が
出
る

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
話

が
あ
り
ま
し
た
。

青
年
部
か
ら
は
各
県
の
デ
ジ

タ
ル
化
活
用
の
状
況
と
し
て

愛
知
県
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

各
支
部
に
配
布
し
て
郵
送
物

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
て
紙
媒

体
と
併
用
し
て
運
用
し
て
い

る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

全
理
連
「
ヘ
ア
サ
ロ
ン
オ
ン

ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
」
の

活
用
に
つ
い
て
の
話
も
あ
り

ま
し
た
。

最
後
に
行
野
欣
也
協
議
会
長

よ
り
、
六
県
で
協
力
し
売
り

上
げ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
活

動
を
し
て
行
き
た
い
と
い
う

話
で
会
議
を
終
え
、
林
敏
也

協
議
会
副
会
長
の
挨
拶
で
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。

広
報
部
長

鈴
木
晴
久

事
業
部
か
ら

は
今
年
は
コ
ロ

ナ
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
同
時

流
行
で
、
各
県

様
子
を
見
な
が

ら
の
活
動
で
あ

っ
た
事
、
各
県

が
扱
っ
て
い
る

商
品
の
情
報
交

換
を
行
っ
た
と
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東

部

会

だ

よ

り

組
織
部
主
催

情
報
交
換
会

令
和
５
年
９
月

11
日
、
今
年
の
理

容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
は
秋
と
は
思

え
ぬ
暑
さ
の
中
、

柿
田
川
献
血
セ
ン

タ
ー
に
て
献
血
活

動
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
各

支
部
役
員
女
性
部

の
協
力
の
も
と
23

名
の
参
加
者
が
献

血
を
す
る
人
と
、
街
頭
に
立
ち
献
血
の
呼
び

掛
け
を
す
る
人
に
分
か
れ
道
行
く
人
々
に
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

「
ご
苦
労
様
、
暑
い
中
気
を
付
け
て
ね
。
」

「
床
屋
さ
ん
は
こ
ん
な
こ
と
も
す
る
ん

だ
。
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
額
に
汗
を
浮
か
べ
、
少
し
の
日
陰

に
身
を
寄
せ
交
代
で
休
憩
を
取
り
ま
し
た
が

わ
ず
か
な
時
間
で
も
日
焼
け
を
し
て
い
ま
し

た
。
後
日
、
荻
澤
東
部
会
長
の
も
と
に
お
礼

の
手
紙
が
献
血
セ
ン
タ
ー
よ
り
届
き
ま
し
た
。

「
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
通
常
の
週
末
よ
り
多

く
の
方
に
献
血
し
て
頂
き
、
大
変
良
い
結
果

で
し
た
。
来
年
以
降
も
ぜ
ひ
継
続
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
頂
き
た
い
。
」
と
の

お
礼
の
手
紙
で
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
第
５
類
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
各

支
部
も
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
支
部
が

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
組
み

込
み
、
そ
の
地
域
に
対
し
て
美
化
運
動
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
賀
茂
支
部
が
数
年

前
か
ら
継
続
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
、

東
部
会
各
支
部
が
連
動
し
て
行
い
ま
し

た
。
良
い
こ
と
は
見
習
い
、
地
域
貢
献

を
理
容
組
合
と
し
て
実
施
す
る
。
私
の

南
田
方
支
部
も
見
習
わ
せ
て
頂
き
ま
し

て
、
終
了
後
昼
食
会
を
し
て
、
組
合
員

の
交
流
の
場
と
し
て
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
は
衛
生
講
習
の
実
施

時
期
で
す
ね
。
県
内
各
支
部
実
施
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
組
合
員
店
の
方
々

に
広
報
し
受
講
の
大
切
さ
を
感
じ
て
頂

き
、
学
ん
だ
講
習
内
容
を
明
日
か
ら
の

営
業
に
活
か
す
。
お
客
様
は
よ
り
安
心
、

安
全
、
信
頼
を
得
る
た
め
、
ま
た
日
々

の
社
会
生
活
の
な
か
感
染
症
に
感
染
し

な
い
、
人
に
う
つ
さ
な
い
、
そ
の
重
要

性
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
達
は
環
境

衛
生
に
従
事
し
て
い
る
業
種
で
す
。
理

容
師
と
し
て
の
自
負
を
持
っ
て
い
る
事

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
受
講
率
は
１
０

０
％
近
い
数
値
で
組
合
員
は
受
講
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
私
達
支
部
は
保
健

所
と
の
相
談
の
も
と
に
組
合
員
外
店
に

も
講
習
会
の
告
知
を
し
、
チ
ラ
シ
配
布

も
行
い
受
講
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
で

す
が
受
講
率
は
２
０
％
程
度
で
し
た
。

私
達
組
合
員
は
社
会
の
な
か
に
お
い
て
、

理
容
業
の
自
負
と
責
任
感
を
常
に
持
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
店
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち

明
日
も
胸
を
張
っ
て
お
客
様
を
お
迎
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
部
会
広
報
部

原
晋
一

令
和
５
年
10
月
16
日
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静

岡
に
於
い
て
昼
食
を
兼
ね
た
県
支
部
長
、
県

青
年
部
役
員
、
県
女
性
部
役
員
の
情
報
交
換

会
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
24
名
の
参
加
者
が
集

い
ま
し
た
。
最
初
に
私
よ
り
「
仲
間
と
楽
し

め
る
組
合
に
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
脱
退
者

を
食
い
止
め
、
組
合
に
残
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
組
織
部
と
し
て
や
っ
て
行
き
た
い
。
」

と
挨
拶
を
い
た
し
ま
し
た
。
林
理
事
長
は

「
支
部
役
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
組
合
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
挨

拶
を
し
て
、
思
い
思
い
に
席
を
移
動
し
て
の

支
部
間
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
途

中
に
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
10
月
16
日
が
庄
司
一

生
常
任
理
事
と
女
性
部
役
員
の
奥
様
が
結
婚

記
念
50
周
年
と
林
理
事
長
か
ら
発
表
が
あ
り
、

そ
の
場
の
役
員
皆
さ
ん
か
ら
祝
福
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
は
荻
澤
副
理
事
長
が
「
皆
さ
ん

で
協
力
を
し
、
こ
れ
か
ら
も
静
岡
県
理
容
組

合
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
挨

拶
を
し
て
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
仲
間
を
集
め
て
楽
し
い

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
組
織
部
で
は
や
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
織
部
長

松
浦
宏
司
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中

部

会

だ

よ

り

陶

芸

体

験

藤
枝
の
入
浴
施
設
で
あ
る
「
ゆ
ら
く
」
に
も

ご
協
力
を
頂
き
バ
ス
の
送
迎
と
温
泉
付
き
で
、

藤
枝
陶
芸
セ
ン
タ
ー
で
陶
芸
体
験
を
す
る
と

い
う
講
習
を
企
画
し
ま
し
た
。
藤
枝
で
は
数

年
後
に
「
瀬
戸
谷
道
の
駅
」
が
出
来
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
市
の
施
設
で
も

あ
る
藤
枝
陶
芸
セ
ン
タ
ー
が
移
転
す
る
事
も

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
お

客
様
と
の
会
話
の
ネ
タ
に
も
経
験
を
し
て
お

く
の
は
良
い
事
だ
と
、
私
が
教
育
部
長
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
年
か
ら
準

備
は
進
め
て
い
ま
し
た
。

作
品
は
、
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
カ
ッ
プ
か
ら
、

湯
呑
み
、
お
店
で
使
う
物
、
自
分
に
使

う
物
ま
で
様
々
で
、
陶
芸
の
土
の
触
り

は
じ
め
参
加
者
は
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き

で
大
変
そ
う
で
し
た
が
、
陶
芸
体
験
が

終
わ
っ
た
頃
に
は
「
面
白
か
っ
た
、
楽

し
か
っ
た
、
こ
う
い
う
講
習
も
い
い

ね
」
と
感
想
を
頂
け
た
の
は
開
催
に
踏

み
切
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
仕
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。

藤
枝
支
部
教
育
部
長

永
田
敦
士

藤
枝
支
部
で
は

８
月
に
支
部
講
習

を
行
い
ま
し
た
。

第
２
・
３
・
４

火
曜
日
と
参
加
日

を
選
択
で
き
る
形

を
と
り
、
第
２
火

曜
日
に
関
し
て
は

他
の
専
門
部
と

久しぶりの中部会グラウンドゴルフ大会

令
和
５
年
10
月
30
日
の
汗
ば
む
心

地
良
い
陽
気
の
中

清
水
区
三
保
真

崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
て
、
静

岡
第
３
支
部
の
皆
様
の
担
当
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
ゴ
ル
フ
の
参
加
者
も

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
る
人
は
何

時
も
こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
で
プ
レ
ー

し
て
る
の
？
」

何
時
も
地
元
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
っ
て
る
人
か
ら
は

「
ス
ッ
ゴ
イ
コ
ー
ス
だ
ね
！
面
白
そ

う
だ
ね
」
と
ビ
ッ
ク
リ
会
話
が
飛
び

交
っ
て

大
会
の
ス
タ
ー
ト
を
待
ち

構
え
て
い
ま
し
た
。

大
会
担
当
で
準
備
を
進
め
ら
れ
た

静
岡
第
３
支
部
の
役
員
の
方
々
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ど
ん
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
行
す
る
に
も
準
備
に
は
大

変
な
神
経
と
体
力
を
使
う
の
は
勿
論

で
す
。

今
回
、
４
年
ぶ
り
開
催
の
中
部
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
は

総
勢
69
名
で
参
加
者
の
減
少
を
感
じ
て
い
ま

す
。
当
初
中
部
会
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
て
い
た
頃
は

２
０
０
名
以
上
の
参
加
者
が
い
た
と
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。

各
市
町
村
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の

グ
ル
ー
プ
が
沢
山
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
御

存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
巷
の
噂
に
よ
る
と

高
齢
者
が
多
い
こ
の
ゲ
ー
ム
、
プ
レ
ー
を
楽

し
む
人
が
減
少
し
た
と
聞
き
ま
す
。
理
由
と

し
て

①
ゴ
ル
フ
場
ま
で
自
分
の
車
で
行
っ
て
い
た

け
ど
、
免
許
証
の
返
納
に
よ
り
行
け
な
く
な

り
ゴ
ル
フ
を
や
る
機
会
が
無
く
な
っ
た
。

②
ま
だ
免
許
証
を
返
納
せ
ず
ゴ
ル
フ
を
す
る

人
が
、
ゴ
ル
フ
場
ま
で
行
く
手
立
て
が
無
い

人
を
乗
せ
て
行

っ
て
い
た
け
ど
、

万
が
一
事
故
に

遭
っ
た
場
合
に

責
任
問
題
に
発

展
す
る
可
能
性

の
怖
さ
で
、

自
分
も
プ
レ
ー
を
す
る
回
数
が
減
少
し

て
い
く
。
等
で
す
。
今
回
の
中
部
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
も
そ
れ
ぞ
れ

各
支
部
か
ら
数
人
で
相
乗
り
で
来
ら
れ

た
方
も
お
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
楽
し

ん
で
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
を
深
め
る

イ
ベ
ン
ト
の
裏
に
は
、
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
「
危
険
性
」
も
今
後
は

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

勿
論
、
【
組
合
員
の
深
い
絆
を
作
る
交

流
を
深
め
て
い
く
】
の
は
基
本
で
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
の
中
部
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
担
当
支
部
は
、
静
岡
南
支
部
の

皆
さ
ん
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
準
備

等
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
中
部

会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
る
組
合
員
も
お
り
ま
す
の

で

是
非
大
変
で
し
ょ
う
け
ど
頑
張
っ

て
頂
き
、
ま
た
皆
様
と
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

中
部
会
広
報
部

越
智
丹
治



静岡県理容生活衛生同業組合 6/8 令和6年(2024)１月１日

第75回全国理容競技大会(北海道)観戦記

令
和
５
年
９
月
19
日
（
火
）
、
北
海

道
札
幌
市
北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン

タ
ー(

北
海
き
た
え
ー
る)

に
於
い
て
第

75
回
全
国
理
容
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
静
岡
県
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
２
３
を
含
む
８
名
の
代
表
選
手
が

出
場
し
ま
し
た
。

第
１
部
門
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
オ
ー
プ

ン
・
メ
ン
ズ(
フ
ェ
ー
ド
ス
タ
イ
ル)

で

は
、
菊
川
支
部
の
青
山
将
大
選
手
と
孕

石
昌
也
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
青
山

選
手
は
４
回
目
の
出
場
で
、
孕
石
選
手

は
初
出
場
で
す
。
作
品
の
仕
上
が
り
は

刈
り
上
げ
の
色
彩
が
美
し
く
、
カ
ッ
ト

の
印
象
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
他
の
選
手
に
比
べ
て
全
国
大
会

の
壁
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
静
岡

県
代
表
選
手
の
作
品
の
改
善
点
は
、
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
の
歪
み
や
接
合
部
の
収
ま

り
に
若
干
の
難
が
あ
り
、
基
本
的
な
点

を
徹
底
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
練
習
を
重
ね
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
２
部
門
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
オ
ー

プ
ン
・
レ
デ
ィ
ス(

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ス
タ
イ
ル)

に
出
場
し
た
清
水
支
部
の

林
直
輝
選
手
は
、
全
国
大
会
初
出
場

で
し
た
が
、
冷
静
で
情
熱
的
な
姿
勢

で
臨
み
、
最
後
ま
で
全
力
で
頑
張
り

抜
き
ま
し
た
。
競
技
中
に
は
毛
量
調

整
と
適
正
な
長
さ
の
意
識
が
あ
り
、

セ
ッ
ト
で
は
毛
流
や
シ
ル
エ
ッ
ト
、

ア
イ
ロ
ン
の
か
け
方
な
ど
に
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
カ
ッ
ト
、

ブ
ロ
ー
、
仕
上
げ
な
ど
の
技
術
を
磨

き
、
全
国
大
会
で
の
表
彰
台
を
獲
得

で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
３
部
門
ラ
・
セ
ゾ
ン
２
０
２
３

「S
q
u
a
re

」
で
は
、
静
岡
第
３
支
部

の
片
桐
航
太
選
手
と
焼
津
支
部
の
大

石
勝
哉
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
片

桐
選
手
は
昨
年
の
準
優
勝
者
で
頂
点

を
狙
い
、
大
石
選
手
は
昨
年
の
九
位

か
ら
の
リ
ベ
ン
ジ
に
挑
み
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
な
表
現
が
求
め
ら

れ
、
衣
装
や
メ
イ
ク
も
含
め
て
選
手

を
悩
ま
せ
る
要
素
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
と
も
に
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
。

大
石
選
手
は
作
品
と
し
て
は
綺
麗
に

ま
と
め
ま
し
た
が
パ
ー
マ
表
現
が
若

干
弱
く
、
片
桐
選
手
は
良
く
で
き
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
カ
ッ
ト

で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
は
発

揮
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
部
門
に
は

浜
松
第
一
支
部
の
仲
山
恵
三
選
手
が
出

場
し
ま
し
た
。
前
週
に
パ
リ
で
の
世
界

大
会
に
参
加
し
、
帰
国
後
わ
ず
か
数
日

で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
部
門
は

50
歳
以
上
が
出
場
で
き
、
ヘ
ア
カ
ラ
ー

を
施
し
た
サ
ロ
ン
ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
コ
ン
テ
ス
ト
ス
タ
イ
ル
の

作
品
が
上
位
に
入
っ
た
印
象
で
し
た
。

マ
ネ
キ
ン
や
衣
装
に
工
夫
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
ブ
リ
ー
チ
を
施
し
た
明
る

い
カ
ラ
ー
が
多
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

水
島
選
手
の
作
品
も
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
来
年
は
お
客
様
へ
の
施
術
を

意
識
し
た
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
２
３
に
は
浜

松
第
一
支
部
の
栩
木
奈
美
江
県
講
師
が

出
場
し
ま
し
た
。
栩
木
選
手
は
見
事

「
準
優
勝
」
と
い
う
成
績
で
大
会
に
花

を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
発
表
は

大
変
落
ち
着
い
て
お
り
身
振
り
手
振
り

も
的
確
で
し
た
。
論
旨
も
理
解
し
や
す

く
多
く
の
聴
衆
か
ら
好
感
を
持
た
れ
た

と
思
い
ま
す
。
小
柄
な
栩
木
講
師
が

堂
々
と
し
て
い
て
大
き
く
見
え
ま
し
た
。

選
手
は
前
日
ま
で
ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
臨
み
、
静
岡
県
の
為
に
頑

張
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

成
績
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今

後
も
競
技
や
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
に
励
ん
で

い
た
だ
き
、
理
容
師
と
し
て
よ
り
一
層

の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

講
師
会

岡
本
隆
一

幹
事
長

ヘ
ア
ピ
ー
ス
部
門
に
は
浜
松
支
部
の

水
島
稔
郎
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
水

島
選
手
も
世
界
大
会
後
に
競
技
に
臨
み

ま
し
た
。
ヘ
ア
カ
ラ
ー
を
施
し
た
サ
ロ

ン
ス
タ
イ
ル
が
審
査
対
象
で
す
。

林選手

片桐選手 大石選手仲山選手

水島選手栩木選手

孕石選手青山選手
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こんにちは。今回はラジオCMの紹介をさせていただきます。
2年前にSBSラジオ様と県組合とのコラボ企画がスタートしました。
地元のラジオ局を地域に根付く私達、理容室が応援する企画で、
20秒のCMに組合員の皆様に出演いただき組合加盟店のPRを行って
います。かれこれ30軒以上の組合員様に出演いただきました。
午前中の「ＷＡＳＡＢＩ」午後の「ゴゴボラケ」の時間に流れま
す。1月からは齋藤沼津支部・原南田方支部・小杉菊川支部・
鈴木磐田支部各支部長様と岡谷県講師様が出演されます。「理容
室ではSBSラジオを聴いて癒してください。静岡県理容組合加盟
店でお待ちしております🎶」ぜひ聴いてみてくださいね。

次回は3月25日月曜日午後より収録します。出演希望の方は
1月31日までに組合事務所までご連絡をお願いします。
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[編集後記] 広報部長 鈴木晴久

前号の編集後記でお話させて頂きました通り、今回より誌面作成にかかわることになりました。幾つ
か取材を済ませ記事を書きましたが、自分以外の人に読んでいただく文章を書くのは高校生の時以来約
40年ぶりになるかと思います。今までは何となく記事を読んでいましたが、実際書いてみると大変さが
よくわかりました。記事を提供して下さる皆様には感謝いたします。ありがとうございます。

STAND UP作成を業者に依頼せず、編集・印刷発注を自分たちでする事に変更し
今回の81号で3号目になります。80号からは静岡県理容組合の公式LINE (右の
QRコードから登録お願いします)と静岡県理容組合のHPに掲載しています。
今までどおりの紙媒体とスマートフォンやタブレット等のデジタル両方で
楽しんでいただけます。
まだまだ手探りの状態ですが、毎号より良い広報誌になるように頑張り

ますのでよろしくお願いいたします。 静岡県理容組合HP 公式LINE

物 故 者

謹んでお悔やみ申し上げます。

南 田 方 支部 久保田 泰久 様 （87歳） 令和 5年 9月
富 士 宮 支部 佐野 勝一郎 様 （78歳） 令和 5年 10月
静 岡 南 支部 平野 喜一 様 （84歳） 令和 5年 10月
湖 西 支部 桑原 徳重 様 （88歳） 令和 5年 10月
賀 茂 支部 土屋 亀久雄 様 （80歳） 令和 5年 11月
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